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出席者：（委員）石井会長・鈴木副会長・木原委員・高橋委員・山本委員 

・伊東委員・井関委員・竹内委員 

    （市） 高橋部長・阿部課長・長尾主査・三好主査・塚崎主任・志村主事 

 

傍聴者：３名 

 

１ 開会 

〇事務局  それでは、定刻となりましたので、ただいまから第３回クリーン北広島推進審

議会を開催させていただきます。 

議事に入ります前にご報告をさせていただきます。本日の審議会は、長谷川委

員と見上委員が所用により欠席でございます。それから伊東委員がお仕事で遅

れてくることになっています。委員定数１０名のところ、出席者が７名となって

おりますので、北広島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第２条第

５項の規定により会議が成立していることをご報告いたします。 

      また、本日の審議会につきましては、会場の都合により、マイクを通しての録

音は行いませんが、これまでと同様に議事録作成のため、録音は行いますので、

発言される際には会長に発言を求め、指名されましたら、発言されますようお願

いいたします。 

      それでは、条例施行規則第２条第６項の規定に基づき、以後の進行は議長とな

ります石井会長にお願いしたいと思います。石井会長よろしくお願いします。 

○会 長  こんばんは、今日もよろしくお願いします。今日は３回目で事業系ごみの話で

す。事業系ごみはわからないことも多いと思います。その辺も含めてご質問して

いただいて結構ですので、活発なご意見をいただければと思います。 

２ 議事 

〇会 長  それでは、会議次第に沿って議事を進めてまいりたいと思いますが、まず、本

日 の 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名 を 行 い た い と 思 い ま す 。 署 名 委 員         

として名簿順に山本委員と伊東委員にお願いをすることとなっていましたが、

本日伊東委員が遅れてきますので、山本委員と井関委員にお願いしたいと思い

ます。なお、北広島市情報公開条例第２０条の規定で、附属機関の会議は公開す

るものとする、とされていますので、今後この審議会についても、原則公開とい

たしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

それでは、事務局から次第の２議事（１）第２回クリーン北広島推進審議会の

整理について、ご説明願います。 

○事務局   

 

   前回の審議会の整理について説明 
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○会 長  今ご説明いただきました１ページ目、２ページ目が前回の質疑応答について、

それから 3 ページ目と４ページ目が、前回出された意見、確認ですけど、お気づ

きの点があったらお願いいたします。どの意見も網羅されていると思います。改

めて見てみると、前回頂いた意見が色々なアイデアがあって、ぜひとも検討して

いただきたいと思う次第です。よろしいでしょうか。それでは２つ目の事業系ご

みの減量化施策についてご説明をお願いします。 

○事務局   

 

   事業系ごみの減量化施策について説明 

 

○会 長  ありがとうございます。前の方の説明からかいつまんで、みなさんからご意見

いただきたいと思います。５ページ目を見てください。これまでクリーン北広島

推進審議会を何度かやりましたが、23 年度の答申を受けてごみの値上げをしま

した。86 円から 118 円に値上げして、その時に生ごみは分別を促進したいので、

値段を据え置いた経緯があります。この時も周辺の自治体と比べて事業系一般

廃棄物の処理手数料が少し安めだったので、均等にした方がいいという話にな

りました。なぜ均等にしなきゃいけないかというと、あからさまにはしづらいで

すが、他市町村の事業系ごみが安い方へ流れてくる可能性があるからです。118

円は普通のごみ処理費から比べると、北広島市の場合は、原価の半分だとお聞き

しています。半分というのは自治体によって考え方がありますが、本当は原価ど

おりもらうべきという意見もあります。ただ、市内の事業者の地域振興といった

意味もございます。そういった点で税金を少し投入しながら、事業系の廃棄物を

処理しているのが実情です。 

次に参考資料を見てください。この絵が今日は大事です。一般廃棄物と産業廃

棄物という言葉を聞いたことがあると思います。一般廃棄物と産業廃棄物とい

う区分にとらわれてしまうと勘違いする場合があります。ごみの分類は、家庭系

と事業系に分かれるのが基本的な考え方です。家庭系は基本的に自治体に処理

責任があります。事業系は事業に伴って出てくるごみなので、事業者が基本的に

処理をしましょう、となっていますが、実際には自分で処理することができない

ので、収集運搬業者にお金を払って、責任を持って処理してもらいます。ここか

らわかりづらくなってきて、事業系の中にも特別に、大量に出るものだとか、あ

るいは少量では毒性がないものでも大量に集まると危険なもの、例えば化学物

質などは問題がある場合もありますよね。そういったものが産業廃棄物といっ

て特別に指定されています。しかし産業廃棄物は悪者ではございません。1 カ所

から大量に出るので比較的均質でリサイクルしやすい側面もあります。したが

って普通の事業系廃棄物とは区別して管理した方が良かろうということで、産
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業廃棄物 20 種類を定義したわけです。それ以外の事業所から出てくるごみが、

みなさんの生活に伴って出てくる廃棄物と非常に種類が似通っているので、そ

れは自治体のごみ処理と一緒にやった方が効率的で良かろうということで、事

業系廃棄物という青いところに入ります。今日はこの青い部分を事業系ごみと

呼ぶこととして議論しましょう。いかがでしょうか、事業系ごみについてはご理

解いただけたでしょうか。これを授業でやると、これだけで 90 分話せます。そ

れくらいの内容です。 

海外ですと、まず有害か有害でないかで別れます。最終的には分けると似たよ

うな感じになりますけど、分け方の順序が違いますね。有害か無害かで海外は分

け、その後に家庭系のものか事業系のものかを分けるという部分が少し違いま

すし、海外は家庭系と事業系を分けない場合も結構あります。日本は複雑です。

どうして日本が家庭系、事業系ってやったかというと、やはり責任の所在を明確

にしたかったということです。責任の存在を明確にするのは、非常に大事です。 

○委員 A  海外は責任の所在を明確にするのは、重要度が低いということですか。 

○会 長  そうではなくて、海外もみんな等分に責任を設けます。ただ日本は自治体の家

庭系ごみの処理に税金を使っている量、税金の投入割合が特に多いです。 

○委員 A  海外よりも多いですか。 

○会 長  海外は自己負担額がもっと高いです。例えば皆さん、水道料金、下水道料金払

っていますよね。あれぐらいごみの処理料金を払っています。日本は安いですよ

ね。税金で支払えているからですけど、海外はごみ処理に一般家庭がお金を払っ

ています。そんなところで、家庭系から比べると、事業系のものは距離感が遠い

ですけど、今日はそっちのお話になります。 

6 ページ目、市から説明がありました。取り組みの評価で北広島市が認識して

いるのは、手数料の改定や、大量排出事業者に対する分別指導を行っているけど、

排出量はなかなか減らないということですね。それからボールパークの影響で、

今後増える見込みであることです。それから先ほども申し上げたように、処理手

数料の改定を行ったけれども、他自治体と比べると、まだ安価ですよ、というこ

とです。それから、生ごみの混入があった場合は受け入れを拒否する対策も必要

になってくると、あるいは、産廃の混入への対策も必要になってくると、それか

ら組成分析をしてみた結果、まだ家庭系の分別の余地があるのと同じように事

業系ごみでも普通ごみに、紙ごみが含まれているということで、事業系のミック

スペーパーの収集量が増加すればもっと減るのではないか、このような問題意

識を持っているということになります。 

〇委員 A  先ほど海外は水道代くらい払っていると、日本は税金の他に払わないでいい

ということですよね。国によって税金の額も違うと思いますが、そこは置いとい

て、海外は税金の他にごみ代として払っている金額があって、日本はごみ袋代く
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らいですんでいるということでいいでしょうか。 

〇会 長  そうですね、ごみ袋っていうのは、実をいうと税の二重取りじゃないかとか、

専門的にいくといろいろな議論はあります。もともと事業形態が違いますよね。

下水とか水道っていうのは市でやっているけど、独立採算でやるような事業に

なっていまして、まったく税金が投入されていないわけではないですけど、基本

的には独立採算でやっています。ごみ処理はどちらかというと、地域をきれいに

するだとか、そこから来た事業なので、一般会計でやっているということになっ

ています。 

○委員 B  確認ですけど７ページの組成分析下の円グラフの普通ごみっていうのは？ 

○会 長  事業系ごみの普通ごみってことですね。 

○委員 B  そうしたら生ごみを分別して、資源ごみも分別して、産業廃棄物も適正に出し

て、さらにミックスペーパーも一般市民がやっているように分別すれば、わずか

23.35％だけが普通ごみであって、4 分の 3 分がなくなるってことですか。 

○会 長  市としてはそういう見解ですよね。 

○委員 B  75％はなくなるってことでいいですかね。 

○事務局  組成分析ですので、1 つの目安という考え方もあります。ミックスペーパーで

いえば、再生できるほどきれいではない紙も、組成分析の中では紙ですよ、とな

りますが、現実的には再生利用は難しいものもあります。４分の３とまでは言い

切れないですが、およその目安にはなろうかと思います。 

○委員 A  すると平成 31 年度 5,111 トンの普通ごみは適正に分別されていれば、その 4

分の 1 で済んでいたということになりますか。 

○会 長  組成分析の結果をそのまま考えると、そういうことになります。事業系のごみ

は持ち込む業者によって組成が全然違うものですから、比較的組成分析の結果

もばらつくので、どこまで信用するかというところではありますが、数字上はそ

ういった結果になっています。ものすごく少なくなるはずだというのが見込み

ですね。 

○委員 B  驚きました。 

○副会長  生ごみが 26.01％で、重量にすると 1,300ｔって書いていますけど、現状の処

理施設で、この量は処理可能なのでしょうか？ 

○事務局  処理能力上は全く問題ないです。 

○副会長  かなり能力的に余裕がある状況ですか。 

○事務局  設計当初と現状の排出量に差があり、余裕があります。 

○副会長  わかりました。 

○委員 C  質問ですけど、この生ごみは事業系っていっても大中小の企業があるかと思

います。大体生ごみって分別されるのは大きい企業ですよね。小さい、いわゆる

個人事務所みたいな、そういうのも事業系ですが、そういうところからの生ごみ
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は受け入れていませんよね。委託業者というか収集の事業者は何件かあります

が、小さいところの生ごみとしての収集は現在なさっていますか。 

○事務局  事業者の責任で処理するという形なので、場所によると思います。 

○会 長  それはいろいろと議論があって、基本的に事業者は収集業者にごみの運搬と

その先を頼むわけです。要するに、自分が生ごみを分別したいと言っても、うま

く収集業者と兼ね合いが合わないとダメです。収集業者が生ごみを集めている

ときに、たまたまルートに既存の生ごみ収集事業所があると、すっと持って行っ

てもらえるけど、なかなか収集する業者さんにも都合があって、そんな形で今、

場所によってというのはそういうことだと思いますけど、例えば、平成 28 年度

から平成 29 年度にポンっと生ごみの回収量が上がっていますよね。値上げした

ときです。その時議論になったのが収集運搬業者も商売でやっているので、生ご

み分別する人があまりいなかったら、少し回っただけではパッカー車がいっぱ

いにならない。これでは効率がすごく悪いですよね。小さい事業所ってそういう

ことですよね。 

○委員 C  昔、産業廃棄物と事業系ごみの受付をしていたので、内容的には存じあげてい

ます。そういう部分で昔と変わっているところもあるかとは思うので、確認した

かったです。 

仕事を離れましたので、一個人としてお話させていただきますけど、収集業者

は収益を得なきゃいけないし、効率も考えなければいけない。ですが、やはりご

みを無くすっていうことを前提に私たちは考えていかなければならないかと思

います。電話で受け付けをしていた経験上あったのは、小さな事業所はパートで

いらしている方が家庭ごみと同じように分別しようと努力なさってくださって

います。でも収集運搬の会社は、そういうわけにはいかないので、違いますよ、

一般のごみと一緒に入れていただいて結構です、という説明しかできないです。

すると、どうして、ということになりますよね。その事情はわかっているけど、

今後無くしていくにはそういう小さいところにも協力していただく必要がある

と思います。そのために事業系でも指定袋を作って家庭ごみと同じようにする

のはどうでしょうか。事務所って料理するわけではないですからね。スーパーや

コンビニからは生ごみ出ますけど。小さな事務所っていうのは結構な数がある

ので、まとめればそれなりの量が出てくるかと思います。袋を購入していただい

て、購入費から収集運搬料と処理料をもらうイメージではどうでしょうか。うま

くできませんかね。 

○委員 D  組成分析結果で、こんなに混ざっているということ自体私は異常事態、想像

できない状態でした。この分析はどの時点で調べているものですか。普通の、一

般的な会社でいくと、分別って結構厳しくやっています。ごみ庫で分別して、市

で処理できないものは産業廃棄物として、別に委託していくわけですね。そうし
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たときに、ごみ庫でちゃんと仕分けしていてもその後は業者さんに委託してい

るので、我々はその先はわからない。正直言って、うちでちゃんと分けていても

その先はわからない。組成分析結果はどこで出したものなのか疑問に残ります。

こんなに産業廃棄物が混在しているのかなと感じます。分別している事業所さ

んがほぼほぼだと思っています。そこが気になりました。 

○会 長  聞きましょう。今のいかがでしょうか。２つありますけど、D さんの方の質問

がクリティカルなので、どういった時点で、どういったところで測ったものでし

ょうか？ 

○事務局  ごみの組成分析ですけど、近年は年に４回、許可業者で集めてきた普通ごみの

中の調査を行って数値化しています。元々差替え用にお渡ししている事業概要

の内訳にもありますとおり、厨芥類っていうのは生ごみのこと、資源ごみの中に

は、段ボールですとか、ペットボトルですとか、産業廃棄物の中に、プラスチッ

ク、金属、ガラスくず、素材を見るとこういった結果ですというもので、確かに

しっかり分けられていないというのはおっしゃるとおりですが、先ほど申し上

げたとおり汚れた紙ですとか、生ごみの中でも例えば下水処理センターではト

ウモロコシの皮はだめですよとか、卵の殻はだめですよ、といった制限がありま

すが、組成分析上は生ごみにカウントされておりまして、厳密にいうとこの数字

と一致するわけではないってことはあります。混入しているのがいっぱいある

ね、というのはそのとおりだと思います。 

○委員 D  混入しているっていうか、言いたいことは、会社の中では仕分けしているの

に、そういうふうになんでなるのかなというのがちょっと私の中では疑問です。 

○事務局  収集運搬の許可業者さんはいろいろな会社を回って、ごみをパッカー車で積

んで、それを持ってきて北広島市クリーンセンターであけて、平均してみるとそ

ういう結果になります。事業者の中には、なかなか分別に協力いただけていない

というのが多数いらっしゃる状況だと思います。 

○委員 D  わかりました。基本的にやはり事業者の事業系の分別がなっていないことが

多いということですかね。それであれば分別する教育や、分別していなかったら

持っていかないとか、そうしない限りは少なくなっていかないのではないでし

ょうか。値上げしたところで事業系ごみは出ますから、ちゃんと分別しろよって

言った方が少なくなるかなと、生意気なこと言いますけど。 

○会 長  やっている方はやられていますし、やられていない方もまだまだいるという

ことで、事業所によって取り組みへの差があると思います。厳しく指導した方が

いいとか、受け入れないですと厳しくすることも全くそのとおりです。 

それから次に C さんからご指摘のあった小さな事業所から出てくるような、

収集しきれていないところは、できていないのか、ほんとは収集できるけどまだ

そこまで至っていないのか、状況で２分すると思いますけど、うまくやるアイデ
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アといいますか、そういったところに関してはどう考えますか。 

○事務局  どちらが先かという話になりますけど、事業系のごみを回収している許可業

者は、採算という点でいえば多くの事業所がしっかり生ごみを分別したとする

と、色々回っていけばいっぱいになります。分別が進んでいけば進んでいくほど

小さいからと零れ落ちてしまうことはなくなっていくと思います。事業者に対

して周知もそうですけど、ある程度徹底するための手段、手数料など、いろんな

施策をつなげて分別を進めていこうと考えているところです。 

○会 長  小さな事業者が集まっているビルだとか、地域でまとまって、紙と生ごみは分

別しましょうとやっていただけると、新たな拠点になりますので少し量が集ま

ってやりやすいかなと思います。 

○委員 D  前よりは良くなっているのか、段ボールなんかは前までガサッと置いておけ

ば持っていってくれたけど、今は梱包しないと持っていかないですよね。決まり

を守っていなければ、持っていきませんよと、断固たる態度でやればいいかなと

思います。 

○委員 C  経験上資源ごみも、ペットボトルとか缶とかの事業所での排出は結構ありま

す。分けているって事業所からしたら思っていても、洗っていないとなかなか資

源にはできず、普通ごみになってしまいます。そういった周知を徹底すれば、普

通ごみになってしまう資源ごみも本当は減るのではないかと思います。ですか

らボールパークができることで、新たな事業所が北広島にできてくるのではな

いかと。飲食店から、事務所から、それに向かって、資源になるものをきちんと

分別できるような街づくりを事業系に対して行う。家庭の方は努力でなんとか

なるけど、もっといろいろしなきゃいけないのは事業系だと思います。そこをも

っと徹底できるようなお話が今日煮詰まっていけばいいと思います。 

○会 長  市の認識も事業系ごみをなんとかしたい気持ちで同じです。 

8 ページ目に事業ごみの処理手数料ってありますけど、札幌市は 10 ㎏で 200

円です。大体 1ｔ2 万円。今、北広島は 118 円で、半分までいかないけど 60％ぐ

らいの金額です。恵庭、千歳、石狩、江別とあわせると、平均して 186 円で、石

狩以外は 180 円以上、こういった相場感ですね。事業者さんにとって値上げっ

て大変でしょうけれども、生ごみを分別することによって生ごみは若干安く済

むので、それから資源ごみも減らして、ミックスペーパーをできるだけ紙で出し

て、排出量を減らせば実質支払っている金額というのは値上げしてもさほど上

がらないといいますか、そうする形になればいいですね。手数料を検討する必要

がありますってことに関して、皆さんいかがでしょうか。 

○委員 B  隣町の恵庭と北広島、大体人口が 6 万、恵庭は７万近くそんなに規模が違うわ

けでもない隣接している街の間で、なぜこれほどまでで産業廃棄物の額も事業

系一般廃棄物の額も開きがあるのでしょうか。恵庭の場合なぜこれほどまで高
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いのか、あるいは北広島がなぜこれほど低いのか説明をしていただけますか。 

○事務局  恵庭は最近手数料を上げたこともありますし、北広島の場合は事業者と市で

かかっている費用を１：１で折半している状態で 118 円になっていますけど、

今現在の費用で計算すると、実際には１：１だとしても 118 円より額として高

くなる状況になるかと思います。 

○委員 B  恵庭の方が適正に近いということですか。 

○事務局  手数料の算出の仕方ですが、まず原価計算をします。ごみの処理にはどれくら

いお金がかかるか、処分場を、10 年間使うものを作ったとしたら、１年ではい

くらくらいですとか、焼却施設を恵庭は最近作りまして、それを稼働するのにい

くら、維持管理するのにいくら、建設だとかがどれくらいかかりましたとか、そ

ういった事情が各自治体によって違います。恵庭の原価計算の方法を熟知して

いるわけではないですけど、最近焼却施設を建設したことに伴って、処理手数料

を併せるように上げていますので、それがダイレクトに反映された金額になり

ます。先ほど事務局から申したとおり、１：１という考え方は北広島市のもので、

恵庭もその他の自治体もそれぞれです。そして原価がどれくらい違うかと、事業

者と市、いわゆる税金とどういう比較にしようか、もしくは近隣の市ってどうで

しょうかとか、そういった兼ね合いで決まっていると思います。北広島市は原価

計算の中では他よりもそんなに高くはない部類の自治体だと思います。 

○委員 B  原価計算というのは最終処分場の建設費とそれに見合う処理も含めたものと

いうことでしょうか。例えば最終処分場が 10 億円で建設されました。それが 10

年間使えるとするならば、これだけの額でよろしいか、ということですか。 

○事務局  そうです。10 年というのは例ですが、何年かで減価償却されるというような

ところをそれぞれの自治体で決めて、それによって計算されているということ

です。 

○委員 B  あとは雇用とか企業誘致とか、企業に便宜を図ることによって伴う経済的な

利益、メリットがあるかどうかとかを斟酌して決めてきたってことでしょうね。 

○事務局  直接そうですとは言えないと思います。事業者との責任、負担の割合はどれく

らいかな、という枠組みの中で、処理責任としては市役所も一般廃棄物の処理責

任があって、事業者も事業者として処理責任があるから１：１くらいかなと当時

決まったと聞いております。 

○副会長  北広島市の事業系一般廃棄物が 118 円ということで１：１の割合で分担する

としたら実際 236 円、これが原価ですけど、この原価をどうやって出したかと

いうと、固定費と変動費って考えがありまして、さっきの処分場を造るのに 10

億円かかって、10 年間使うとしたら１年で１億円が固定費です。使っても、使

わなくてもかかる人件費も固定費です。実際ごみが増えたら、かかる費用って変

動費ですから、過去のデータから計算しまして大体 236 円というのがコスト計
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算です。そこからは事業者さんと市の税金分でどのくらいの割合で負担するの

かってことを市、あるいは市議会で決まったことだと考えています。ですから例

えば恵庭ぐらいに北広島が上げるとしたら、ごみの量は減るかもしれません。恵

庭から流れてくる部分もあるかもしれません。これはなんとも言えませんけど、

前半の部分から説明の部分です。 

○会 長  これから 2 つ考えることがありまして、今の時点でも周辺から比べて、少し

安めになっているし、今の原価から比べても、少し安めになっている点、それか

ら今後、焼却処理をするにあたって、もっと原価は上がるでしょう。そのときの

費用をどうするのかという、二段ロケットみたく、これから考えなくてはいけな

い状況にあります。ですから私としては検討する必要がありますね、というのが

基本的な考え方になります。いくらになるかというのはいろいろな議論があり

ますが、手数料をあげる必要がある姿勢はあるという気がしますね。例えばその

時、生ごみの処理をどうするかですが、前回は据え置きました。恵庭市さんも事

業系の生ごみは金額半分以下ですごいインセンティブが、生ごみ分別した方が

得するよ、ってなっていると思います。その辺の考え方について、何かご意見あ

りますか。小さな規模のところでもやって欲しいのであれば、これくらい差つけ

てもいいのではないかと思いますね。 

○委員Ｃ  下がれば、個人でも大企業でも、単価が低ければ、一生懸命やりますというの

が正直現実かなと、協力していただけると思うので、微妙に値段は下げるべきか

と思います。あんまり下げると市の収入が減るかなと思います。 

○委員 D  生ごみって、会社によると思いますけど普通の会社で生ごみといったらお茶

っ葉くらい、食堂があるわけでもない、料理もするわけでない、そんな出ないと

思います。事業系の生ごみっていうと、例えば食堂ですとかそういった施設での

処理かと。私はどのようにしているのかわかりませんが。 

○委員 C  お弁当をお持ちになってそれを捨てることはありませんか。 

〇委員 D  業者からお弁当をとっているので、個人的に家から持ってきている人は個人

で家に持って帰りますし、普通の会社という言い方はおかしいですが、飲食以外

だったら、そんなには出ないと思いますね。どこが出るのと言ったら、食堂とか

はすごく出るかなと、そういったところがちゃんと分別してくれれば削減にな

るのかなという気がするので、皆さん、事業系っていうと頭がごちゃごちゃにな

っていると思います。事業系といってもいろんな会社があるので、一概に 1 つで

まとめるのは難しいと思います。皆さんの頭の中の事業系ってどうなっている

かが知りたいですけど、実際の会社なんかですと生ごみは出ないです。 

○会 長  生ごみの話だけになっていますけど、北広島市役所から出るごみだって事業

系のごみですからね。さっき生ごみのことを振りましたけど、値上げをするとき

は必ずその回避策といいますか、それほど負担が増えないようなインセンティ
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ブを設けていくべきで、生ごみでしているとこは生ごみですし、それから先ほど

資源ごみにもっと出せば、こちらはいろんな契約の仕方があります。事業所の方

で、資源ごみとして売っているところもあれば、お金を払って持っていってもら

うところもあるかと思います。そこのところの努力ですよね。それからミックス

ペーパーであればこれは今、事業系のミックスペーパーで出すとしたら事業者

さんはどのように出されるような感じですかね、お願いします。 

○事務局  許可業者さんが契約しているミックスペーパーですか。 

○会 長  いくらでしょうか。 

○事務局  分けてくれたら、その分若干ちょっと価格差があるので、ミックスペーパーは

分けた方がいいよ、というふうに紙をパッカー車でなんですけど。 

○会 長  若干のインセンティブがあるようですが、それが事業者さんにとってどれく

らい魅力的なのかって部分もありますね。あんまり差がなければ一緒になっち

ゃうかもしれないですね。そのへんですよね、事業者さんの方で生ごみが出ない

ところは。生ごみでインセンティブつけられたって、ただ値上げされる一方だと、

産廃もきっちりやったらお金上がる一方で大変だというのが多分、本音かなと

いう気がしますね。そういった意味で市の方がなかなかコントロールできない

ですよね。資源ごみに関して、できるだけ事業者さんが分ければ分けるほど、得

が増えていくような、インセンティブが増えていくような施策ってなかなかで

きないですよね。そのへんどうですかね。廃棄物はしっかり分ければ分けるほど、

産業廃棄物については産業廃棄物として出した方がお金は高くなります。一般

廃棄物の方が安いです。金銭面では分けたいという気持ちにはならないかもし

れませんね。ですので、経済的な面も大事ですが、ルールはルールなのでしっか

り守りましょうとやっていくのが北広島市ですよ、と伝えていかなきゃならな

い側面もあるのかと思います。 

○委員 B  この中で産業廃棄物は一般廃棄物として出した方がずっと安くなることは明

らかですね。それからミックスペーパーに関しても別にわざわざ分けて出すよ

りも普通ごみとして負担した方がということですね。事業者はミックスペーパ

ーを分けて拠点のところに持って行くのですか。 

○事務局  いえ違います。 

〇委員 B  出すことの面倒臭さを考えれば一般普通ごみで出した方が楽になっちゃいま

すよね。事業系にとって一生懸命分別することに伴うメリットはないというこ

とですか。 

○委員 D  メリットじゃなくて法律です。会社としてのコンプライアンスでメリットと

かって話じゃないです。コンプライアンスを守るか守らないかってことですね。 

○委員 A  ニュースで今は環境問題とかの関心が高まっているので、環境問題に配慮し

た会社の商品が売れると聞きますけど、ごみの出し方で協力度が高い会社さん



12 

 

には、北広島市から何か称号をあげるとかっていう取り組みはありますか。 

○事務局  現状ではありません。考えたりもしていないです。ちょっと過去のことなので

なんとも即答できないですが、何か表彰ですとかはあったかもしれません。 

○委員 A  何か北広島市の認証で協力してくれている企業ですよ、っていうマークとか

作って、それを会社さんにあげたら、好感度が上がるというか、なったらいいか

な、なんて思いました。 

○事務局  北広島市として現状はないかもしれないですが、そういった形も一つの行政

手法だとは思います。 

○委員 D  会社のメリットっていうか、うちは例えば ISO14000 っていうシステムとっ

ていますので、その中で、ごみ処理に関しては非常にうるさい、ちゃんとやらな

いと審査通っていかないので、うちは環境の ISO14000 をとっている会社です

よ、とお客様に対して看板に書いて、それをお客さんがメリットを感じてくれて、

仕事をくれるとかってことはあるかもしれないです。 

○委員 A  私はちょっと環境に興味があるから、興味ある人はみんな何かどこかの会社

を調べたい時に環境に優しい会社とか、環境に優しい銀行とかって検索したり

するので、そういった感じになればいいと思います。 

○会 長  しっかりやられている会社はいろんな認証を取られたりしていますよね。 

○委員 A  認証を取るのはお金がかかりますよね。お金がない会社ができないのは、どう

かと思うので、お金がなくてもできる範囲で行政の認証マークとかあったら、お

金がない会社も協力してくれていいかなと思います。 

〇会 長  おっしゃるとおりです。ぜひともボールパークの開業とかにうまく合わせて

中小の市内の事業者さんに取り組みを促進させるような、協力をもっと仰ぐよ

うな認証制度だとか、ステッカーだとか、そういうものがあってもいいじゃない

かというご意見ですね。 

○委員 E  ステッカーで分別優良事業所みたいなものを貼って、同じところにごみの分別

の写真入りのポスターを貼ってもらって、どのような手順で処理しているかと

いう、そういったポスターを一緒に貼ってもらって、時々市の職員の方が、半期、

四半期ごとに見て回って、優良な分別であれば、そのステッカーを貼ってみるイ

メージはどうでしょうか。 

○会 長  いろんな他の都市とかでもそういう取り組みをやっていますね。例えば京都

では昔から有名で、今は食品ロスに力を入れています。お持ち帰りを許している

店とか、食品ロスに取り組んでいる店だとかにステッカー貼っています。今コロ

ナのステッカーも貼らなきゃいけないので、お店の入口がステッカーだらけに

なって、そのうちお店の中が見えなくなっちゃうかなってくらい取り組みが進

んでいます。 

ボールパークについて、いかがでしょうか。資料には書いていませんけど、い
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ろいろな交渉をしてお願いをしているということで、広い理念だとかについて

も話し合いを始めていますという話でしたけども、何かボールパークについて

ご意見等ありますか。 

○委員 C  札幌ドームで現在野球とか他のイベントもしますよね。その時に出る量が全

然わかんないですけれども、そういう資料ってございますか。 

○事務局  札幌ドームで年間どれくらいのごみの種類があって、それぞれ何トンくらい

出されているって資料は持ってはいます。 

○委員 C  もし教えていただければ、なんとなくイメージしやすいかと思います。 

○会 長  札幌ドームというのは非常に特殊な球場で、お店ほとんど入っていませんか

らね。なので、ボールパークとは全然違うものだと考えた方がいいですよ。球場

の部分だけは似ているけど、大きなリゾートができると考えた方がいいです。ホ

テルとか飲食店とか。観客とか来た人が分別して捨てる他に各事業所、お店がご

みを出すイメージですか。その辺どうなっていますかね。バラバラではなく、ル

ールがパークの中であって、最後は 1 つになる感じですかね。 

○事務局  直接関わっているのは球場になります。ただ商業施設ですとか、そういったと

ころにもいこうとは思っています。球場の中にもテナント、札幌ドームがなんと

なく思い浮かぶと思いますけど、ボールパークは今の予定ですと、出来合いのも

のを温めて出すだけっていうものだけでなく、むしろ調理したようなものがで

てくるレストランみたいなイメージで、例えば生ごみでいうと札幌ドームより

も調理くずが多い分、比較的出るのかなといった特色はあります。そういった意

味ではテナントさんの方にしっかり分別に協力していただく体制を敷くことが

できれば、生ごみの量のポテンシャルは結構あるのかなというふうには分析し

ています。 

○副会長  ボールパークのコンセプトとして「まだ見ぬ」って言葉がついていますよね。

それから「アジアに誇る」ということですけど、そういう意味で、ごみの処理に

関して今まで無かったような、わくわくするような楽しいやり方っていうか、す

ごいなというやり方を考えている情報はありますか。 

○事務局  私たちとしては環境面でも世界一を目指してほしいと思っていますけど、ま

ずは球場の設計をして、排出されるごみに対して、しっかりごみを処理できる体

制を構築しなければならないというところが、第１番の課題で、ごみを適正に処

理するといった基礎的な部分を固めているところですが、ここで具体的なこと

は申し上げられない状況です。 

○副会長  ハード面での設計はまだ特になされてないとのことですが、新しい処理施設

システムができますよ、とかはありますか。 

○事務局  そこまでしっかり、そうですね、といったものは今のところは。 

○副会長  設計が終わった後にできるとしたら、ソフトの面ですよね。例えば球場だった
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ら、試合の途中でアナウンスをするとか、あるいはすごく目立つごみ箱を作って、

絶対ここに分別して出して帰ってくださいみたいな、ソフト面が今度大事にな

ってくるかと思います。 

○委員 A  友人がベラルーシにいて、ベラルーシではみんなちゃんと分別するらしいで

す。ごみ箱にペットボトルだったら、200 って書いてあって、200 って何かなと

思ったら、そのごみが分解されるまでに何年かかるとか、そういった情報が書い

てあるらしいです。それを読んで、みんな分別しなきゃと思うみたいで、国民性

があるのかもしれないですけど、おもしろいなと思ったので新しい球場で、そう

いうのをしたら環境面のアピールにもなるし、おもしろいかなと思います。子供

たちもきっといっぱい来るし。 

○会 長  なかなか市の方でいろいろ言っても、向こうにどれだけ聞く耳がある状態な

のか、球団も本当はいろいろとアイデアを持っているけど、そこまで余裕がない

のか、そういった状況にないのか、なかなか見えづらいところもありますけどね。

そういう意味で、事前の打ち合わせで申し上げましたけど、北広島市さんと環境

に関する協定だとかを結ぶ、パートナーシップを組んでいくっていう、最初はソ

フトの面だけかもしれませんけども、そういうのがあると、球団としても協定、

パートナーシップに書いていることに基づいて一緒にやらなきゃなって思うし、

北広島市としても、それに基づいて色々な協力関係ができてくると思います。そ

ういったものを構築していくのがいいと個人的には思いますけどね。 

次のページ見てほしいです。さりげなく③のところで 105％以下に抑えるって

ことで、増えちゃうみたいな感じがしますが、これはボールパークの影響を加味

していますので、平成 3１年度から令和 4 年度までピンクと黄色を足すと、5,499

ｔから 4,810ｔまでごみを減らさなきゃいけないってことですね。計算したら大

体-13％です。令和５年度にボールパークが来て 105％なので、令和 4 年度まで

に皆さんでごみの量減らしておかないと目標を達成できないというシナリオで

すよね。-13％ってどれくらいの減り量なのかっていうと、かなり傾きとしては

大きいですよね。事務局さん相当の覚悟を持って、いろいろな意見出ましたけど

も、やりますということを数字で言っていますよね。なかなかこの数字だけ見た

ら、あーそう、という感じになっちゃいますけど、どうですかね、ご意見とかあ

りますか。目標に関してこれは僕からみてもかなりハードルの高い、かなり一生

懸命やらないといけない目標だと感じます。 

○委員 B  無理じゃないかな。 

○会 長  今まで横ばいできたものがね、急にこれから 13％減るって話です。無理なん

じゃないかなと言われちゃうと、僕の立場があれですけど、そういう数値の認識

を持っていただいた方がいいと思います。 

○委員 B  事業系のみなさんにインセンティブを持ってもらう手だては難しいのでしょ
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うか。 

○会 長  次のページをもうちょっとしたら説明していただこうと思っていますけど、

ようやく最近事業系のごみの対策に力を入れてきている自治体が増えてきてい

るって状況です。まずは家庭ごみの施策を打ちながら、そこが進んできたら、次

に事業系に移って、そこを強めていこうという流れが他のところでも多いです。

北広島市さんも同じような状況でしょうか。これまでの家庭ごみの今までの取

り組み状況、事業系ごみの今までの取り組み状況を振り返ってみて、伸びしろが

あるといいますか、やる必要があるというね、要するに、現状が少し生ぬるいと

はいわないけど、これからまだまだ減る余地がある、対策の余地があるっていう

その辺のコメントをいただけますか。 

○事務局  家庭系につきましては前回の第２回でもお示しさせていただいていますけど、

ごみ行政でいろんな施策があるのは多くの場合は家庭ごみ中心でやってきたと

思っています。周知に関係しましても、周知不足ですよっていう側面を否定する

わけではないですけど、いろんな方法で周知をしてきています。分別から始まっ

て排出抑制もそういった形で継続して取り組んできた結果が今ですよと。それ

についてのポテンシャルはあるのでしょうけど、劇的に数値を伸ばせるかとい

うと事業系の方がまだまだポテンシャルがあるのではないかと感じているのが

事務局側です。事業系ごみに関しましては、近年生ごみの排出量に関しては増え

てはいますけど、まだまだミックスペーパーは不十分です。事業系も大型の排出

されるところ、北広島市だと給食センターですとか、先ほどいった大きい保育園

ですとか、食品を扱っているようなところ、大規模なところを中心にやってきま

したけど、まだ中堅どころ等はアタックしていない、できていないというところ

ですとか、ミックスペーパーも。産業廃棄物に関してはもっともっとだめですよ

っていうような周知とか、実際搬入される前に、これだめですよとか、搬出しよ

うとした許可業者さんと一緒に分別しなきゃいけませんよ、と徹底していくこ

とで数字はまだまだ伸びていくのではないかと思っています。 

○会 長  そういう意味でちょっと 10 ページの方で、市の方からも説明していただけま

すか。 

○事務局 

 

市として行うことを検討している事業系ごみの減量施策について説明 

 

○会 長  今までおおよそ議論してきたことを、改めて北広島市から意思といいますか、

こういうことをやっていきたいと思うけど、いかがでしょうか、という資料が出

てきましたけども、ご意見ありますか。 

○委員 D  大変だなと思いますけど、やっていただければと思います。ただ、事業所、会
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社っていうのは、削減目標を与えないと、なかなか削減しないという悪いところ

がありまして、事業系を削減していくことになると、各会社の削減目標じゃない

ですけど、去年こうだったので今年はこのくらい削減してくださいと、市が言う

権利があるのか私わからないですけど、会社の中でもそうやっていかない限り

は減ってこないと思います。うちの会社も削減目標を徹底してやろうかなと思

いましたけど、会社ってそんなところです。 

○会 長  逆にいうと、経営者さんの方で目標を作ってくださる会社が増えれば、ある意

味会社はそれで動くということですね。 

○委員 E  例えば会社の中で、どなたかあるいは何人かの方が分別の担当をして、チェッ

ク表のようなものを、日報のように記載してもらったりするとシステム的に考

えられると思います。 

ところで事業系ミックスペーパーのごみ袋は事業者に市から配布されるので

すか。 

○委員 D  今は透明の袋です。 

○委員 E  そういうものを少しは税金使って配布してきっかけにするとか、そうした形で

市と、事業所との連携というか、そういったものができてくるかと思います。事

業所訪問は毎年１年に 1 回くらいしかいけないものでしょうか半期に 1 回程度

全事業所を回るのは難しいのでしょうか。 

○会 長  袋の関係の現状と、いまの事業所回れないのかってこと、２点についてお願い

します。 

○事務局  袋に関しましては、家庭ですと専用袋の白い袋ですが、あれとはまた全然形が

違いまして、ミックスペーパーに関しましては、市の指定袋といった体制はとっ

ておりません。各々のパッカー車にしっかり入る形で、袋にも入れないで、段ボ

ールで大丈夫っていうような仕組みを今とっていて、近隣でも、専用袋で雑紙を

収集しているような自治体もありますので、いろんなやり方はあろうかと思い

ます。 

全事業所を回るということは、あまりできないとかは言いづらいですけど、現

実的ではないのかもしれないです。 

○委員 D  非常に大変だと思います。担当者がいるかいないかもありますし、担当者が

その時間が空いているかもあります。結構厳しいと思いますね。 

○会 長  今までに、事業者さん向けに専用の事業系ごみに関する啓発といいますか、削

減だとかのお知らせだとか、ビラだとかはされたことありますか。 

○事務局  生ごみでしたら、生ごみはこうやって分別していますよって、許可業者を通じ

て周知していくとか、生ごみは特に事業所訪問をいいところを中心にやっては

おりますので、そういったときは担当の方とアポを取ってですね、いつだったら

いけますよとか、ごめんなさいこの日はだめになりましたとか、そういったこと
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を重ねながら 1 件ずつ、これから広域も考えなきゃいけませんので、いっぱいご

みが出そうなところにあたっているというのが現実です。 

○会 長  例えば今回、事業系ごみに関して、厳格にやりますよということになったとき、

この計画ができた後はどんな周知の方法をお考えですか、今のところ。 

○事務局  事業者に対する周知ですけど、過去にやったものですと、例えば事業者説明会

を行うとか、あるいは商工会、工業振興会様を通じて周知を行うとか、事業系の

収集運搬業者が回っていますので、その時にチラシを配るとか、そういったこと

でまずは周知を図っていきたいと考えています。 

○会 長  まず全体的にちゃんと周知をして、その上で 3000 ㎡以上のところにターゲッ

トを絞っていきましょうってことですが、どれくらいをカバーできますかね。北

広島市でいくと、この規模の事業者がどれくらいあって、どれくらいのごみ量の

シェアがあるのか、これをやると大体半分ぐらいのごみの量なのか、3 割なのか、

どんなイメージですかね。 

○事務局  量までは把握していないですけど、把握している 3000 ㎡以上の事業所は 14

か所あります。そこを回ってみて、どれくらい効果が出るかを確かめてからとい

う話になろうかと思います。 

○会 長  これでお終いってわけではなく、ここから始めます、というイメージですね。 

○委員 B  中身の展開って、中身を開いて見るってことですよね。現実として、頻繁にで

きるものなのでしょうか。 

○事務局  頻繁にやる必要まではないと思います。 

○委員 B  適宜抜き打ちみたいな感じで。 

○事務局  おそらく抜き打ちでやると思います。 

○会 長  展開検査といっても全部満遍なくやるというよりは、何か不適なものを見つ

けたら、どれどれというものなので、全部組成分析をやるとかってものではない

です。ただ、正直にたまにしかやりませんよ、とは言えなくて、厳格にやるとい

うことですから、やっぱり抑止力って面でもちゃんとやりますっていうふうに、

ある程度表向きは言わないといけないと思いますよね。 

それからこの処理手数料のところで質問ですけども、この文章からすると、最

後また石狩管内のっていう文章があるので、必ずしも２分の１で算出されてい

るルールにとらわれずに、いろいろなバランスを考えて改定も検討したいって

いう文章に取れますけど、そういう解釈で構わないでしょうか。 

○事務局  会長のおっしゃったとおり、実際に全てを事業所の負担として全額を負担さ

せているところもありますし、そうでないところもありますので、そういった部

分も含めて、２分の１にとらわれることなく決めていきたいと考えています。 

○会 長  ただ、コロナ禍のこともあるしね、いつからとかタイミングは置いておいて、

2 分の 1 にとらわれずに他から疑われるケースもあるため、ちゃんと抑止力とし
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て働かせたいってことですよね。 

○委員 B  確かに恵庭との開きがこれだけ大きい状況は、どうにかしてもらいたいなと

思います。 

○会 長  なかなか自分たちが値上げするときに、周りにうちら値上げするから、あんた

らもどうっていう仕組みになってないので、気がついたら周りが上がっている

って話なので、なかなか厳しいです。 

○委員 E  イタチごっこみたいになってもあれなので、他の自治体のごみが入ってこない

ようにするのが原則なんじゃないかなと思います。疑われるケースもあると書

いてあるのでチェックを厳しくしてもいいのではないかと思います。 

○会 長  おっしゃるとおりです。もうちょっと市に状況を聞きましょうか。現状疑われ

るケースって実際ありますもんね。 

○事務局  そうですね、あります。「恵庭から来ました」「恵庭ならダメですよ」「じゃあ

北広島です」という言い逃れのような感じでクリーンセンターに直接持ってく

る事業者さんがいると報告を受けています。 

○会 長  基本的には、わかってしまえば入れないですけど、実際には黙ってとか、これ

はあるのかないのかわかりませんけど、許可業者さんが 2 つの自治体をまたい

で商売しているところなんかはぐるっと回って最後は 1 番安いところに行くわ

けですよ。そういうケースもあるので、なかなか複雑で難しいですよ。 

○委員 E  今日は事業系ごみの話し合いですが 、家庭系も含めてもっと厳しくしてもい

いのかなと、生ごみや資源ごみが混入しているようなケースを厳しくチェック

するような体制と、もう 1 つはやっぱり数字でも、キャラクターでも、やわらか

いというか、楽しい目標みたいな、北広島市全体で、何トン、何％、ごみ削減目

標、みたいなキャッチフレーズっていうか、標語っていうか、ポスター、ステッ

カーとの両輪という形で事業系ごみも混在を防いでいくということで、やや厳

しくしてもいいのではないでしょうか。 

○会 長  厳しくする反面、キャッチーな目標だとか両面をうまく使って家庭系、事業系

ではなくて、市全体としての取り組みとして今ご意見としていただいたという

感じでございます。そこまでする市としての盛り上がりが大事かなという気も

しますよね。 

○委員 A  市役所も事業系ごみってことでしたが、北広島市役所で独自に努力している

こととか、実際に取り組んでいることってありますか。 

○事務局  市役所という事業所として、ごみ削減に向けてってことですか。 

○委員 A  楽しくキャッチーな感じで、市の職員に言っているとか。 

○事務局  キャッチーなものはないかもしれないです。分別はしっかりとしています。庁

舎を普通に歩いていてもわかんないと思いますけど、バックヤードがありまし

て、そこには分別の区分があって、ラミネートされてこういうものをここに入れ
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ても、ラベル取ってねとか、洗ってねとか、こういうのに生まれ変わっているよ

ってものがあったりしますが、キャッチーかと言われるとそうではないかもし

れないですね。 

○会 長  市全体でそういう取り組みの運動をするだとか、ペーパーレスで、できるだけ

やりましょうとか、そういう市全体の、あるいは廃棄物、ごみだけでなくて、電

気だとか、市全体の温暖化対策を含めたいろいろな環境に対する取り組みの中

ではあって、それで色々動いているってことですよね。 

○委員 A  私単純なので、何かに載っていたら市役所の人たちもこんなに頑張っている

から、私もみんなみたいにがんばらなくては、と思います。知られている何かと

かはありますか。 

○事務局  市役所については、市役所の事務事業についての温暖化対策計画を作ってい

まして、節約節電しようですとか、ごみを減らしましょうといった目標がそれぞ

れ載っております。それは市のホームページの方に掲載しています。 

○委員 A  字だけですか。なにか写真とか目につきやすいようなものがないと見逃しち

ゃいます。市役所の素敵な方の顔写真付きとかだと目に留まっていいかなと思

います。 

○会 長  すごくそういうのはまれだと思いますね。職員の顔は置いておいて、市でこん

なような分別をやっています、みたいな写真が載っているだとか市の人が実際

分別しているところを写真でとか、あんまり市の方はそういうことを表に出そ

うと思わないです。 

○委員 A  旭川の近くの比布町は街をあげて情報発信をしていて、町長さんとか広報の

人たちも自分を出して、それぞれが SNS をやっていて、それで町が盛り上がっ

ていると町長さんから聞いて、いいなーと思って。そういうので市が発展、街っ

て発展すると思って、でも規模が北広島市は大きいから無理かな。 

○会 長  それ言っちゃうと何もできなくなっちゃうので、1 つの考え方ですよね。過去

2 回この審議会やったことがあるので、口うるさく言ったことありますけど、市

の職員さん分別していますよね、という話から入ります。家に帰ったら普通のお

父さんですから、家に帰ったらちゃんとやっていますか、市の職員がやらなかっ

たら普通の市民はやるわけがないです、という話を何度か市の職員の方には口

酸っぱくして言っているけど、そういう姿を見せることによって、共感をもって、

周りがやってくれるようになるってことですよね。 

○委員 A  文字じゃなくて、自分ごとに落としこめるというか、それぞれ市民が親近感わ

くようなアピールの方法もありますから、北広島市のイケメンの方にぜひとも

やっていただきたいです。 

○委員 B  細かいことで恐縮ですけど、参考資料を拝見しますと、事業系一般廃棄物、参

考資料の青色の事業系ごみの中で、草がありますけども、草って普通ごみといい
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ますか、最終処分場で埋め立てられるものですか。 

○事務局  あんまりないですけどあります。ただほとんどがクリーンセンターではなく

民間の一般廃棄物処理業者の方に出ていっております。 

○委員 B  草っていうのはよくよく考えてみると有機物であって、最終処分場に入れる

のではなくて、本当はうまく緑肥にすれば済むものかなと思って、例えば市役所

で刈り取った草とか、それはどうされていますか。 

○事務局  多くがクリーンセンターではなくて民間の処理施設に入っています。 

○委員 B  何かもったいないっていうか、十分リサイクルできるなあと思って、読んでい

て気が付きました。環境市民の会に私は入っていますけど、環境市民の会では生

ごみだけではなくて、例えば東共栄のわかくさ公園がありますけど、町内会が刈

り取ったものをこれまではボランティアで集めたものを、無料の袋ありますよ

ね、それで出していたけども、結局処理されてしまうから、私たちが引き取って

畑にすきこんでリサイクルしています。他に広葉町内会の道営住宅で出す草は

無料では引き取ってもらえないので、ピンクのごみ袋に入れて出しているらし

いですね。そういうものはうまくリサイクルできるはずなのになあというふう

に思っていました。事業系もそれは同様に普通ごみとして最終処分場にいって

いるのであれば、ずいぶんと大量の草が毎年発生しますよね。それはもう少しリ

サイクルすれば安く済むのにと感じていました。 

○会 長  草で想像するのは造園業者が事業として、庭の木を剪定したり公園を剪定し

たりだとか、道路のところを剪定したりとか、そういう業者さんで造園業者から

出てきたものが事業系の普通ごみとして出ているのでしょうかね。それとも、普

通の事業者が自分の会社の敷地内の落ち葉とかを集めて、たまたま出したら事

業系のごみになっちゃったのか、いろいろなパターンがあると思いますけど、実

際どうでしょう。 

○事務局  一定の規模で出てくるものは造園屋のものですとか、刈草ですよね。市のクリ

ーンセンターには多くは入ってこないですね。民間のほうに流れています。シル

バーが草を使った取り組みをやっていたかと思いますけど、そういったところ

で対応しているところもあるかと思います。なので、全部が全部ごみになってい

るというわけではないです。今 B さんがおっしゃっているのは、この差し替え

資料の中の 5.9％くらいが普通ごみのなかに、木・竹・草があるので、これくら

いは減らせる余地があるのかないのかというところの判断ですけれども、なか

なか実態的には難しいのではないかというイメージですね。この組成の中で木

の素材が木ですとか、素材が竹とか草っていうような程度です。この中に刈草が

たくさん入っていたっていうのとは違います。 

○会 長  呼び名は木・草・竹になっているけど、他のところに入らなくて、ここに入っ

ているって感じですよね。その他なにかご意見等ありますでしょうか。 
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３ 次回審議日程の調整について 

〇会 長  それでは、次第の２議事（３）事務局から次回開催日時について、ご説明願い

ます。 

〇事務局  次回の日程ですが、１０月１日午後６時３０分の時間帯で開催を予定してお

りますが、変更や調整等ございましたら、事務局から再度連絡させていただきま

す。次回の審議会は、令和６年度から開始されるごみの広域化処理につきまして、

事務局側から説明し、皆さまから意見をいただく予定でおります。資料について

は、これまでと同様に開催通知案内と一緒に事前に配布いたします。 

〇会 長  その他、何かございませんか。何もないようなので、これで第３回の審議会を

終わりたいと思います。 

 

 

≪２０時３０分閉会≫ 


